
























要約 

母子に対する栄養指導の充実・向上等を図るために、9～12 か月児をもつ母親 295 名を対

象に、離乳食におけるベビーフード(市販の離乳食品)の使用実態調査を行った。約 10 年前

の同地域における調査結果(1978 年、前回の調査)と比較検討した。 

1.離乳の開始時期は、前回、今回ともに平均すると5か月であった。また、離乳2回食の

開始月齢は 6 か月頃、3 回食の開始月齢は 9 か月頃であった。その開始月齢にはかなりの

巾がみられた。そして今回の調査結果は、離乳開始月齢のピークが若くなってきている。 

2.ベビーフードの使用状況は、9～10 か月頃でみると今回は使用者が 66%、未使用者が 32%

であり、前回はそれぞれが 37%、57%であった。また使用者においては、ベビーフードを毎

日使用する人が 11%から 14%となり、使用者の増加とともに使用頻度も増加傾向にある。 

3.ベビーフードの使用動機をみると、前回より「手作りは時間がかかるから」「作る時間が

少ないから」の割合が増えている。また、ベビーフードを使用しない理由をみると、「自分

で作ったほうが中身がわかって安心だから」は前回今回ともに理由の第一位である。「自分

で作ったほうが我が家の味付けができるから」が今回第一位となった。 

4.離乳食におけるベビーフード利用と手作りの割合は、今回のほうがベビーフードの利用

割合が高くなっていた。離乳食とは言えないが果汁は手作りの割合が減り、ベビーフード

で一番に利用されている。 

5.ベビーフードの利用者は、核家族で、専業主婦の母親が、第一子の時に使用する傾向が

みられる。 


